
國
學
院
大
學
久
我
山
中
学
高
等
学
校

新
入
生
の
た
め
の
栞

令
和
６
年
度
入
学
生

校
長
・
副
校
長
・
教
頭
・
男
女
部
長
・　

…
…
２ 

名
誉
校
長
紹
介　

母
校
の
歴
史
を
た
ど
る

子
孫
の
道
は
こ
こ
に
あ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
３ 

國
學
院
大
學
紹
介

新
入
生
担
当
者
紹
介 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
4・5 

中
学
新
入
生
の
学
習
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
… 

６

高
校
新
入
生
の
学
習
に
つ
い
て 

……
…
…
…
… 

７

「
主
体
的
な
学
び
」
を
め
ざ
し
て
……
…
…
…
…
８
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岩崎清一先生岩崎清一先生
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.

.

さ
あ
さ
あ  

と
も
に
学
ぼ
う

と
も
に
学
ぼ
う

校
長
校
長･･

副
校
長

副
校
長･･

教
頭
教
頭･･

男
女
部
長
紹
介

男
女
部
長
紹
介

校　長
國清 英明

　

昭
和
54
年
、
数
学
科
教
諭
と
し

て
奉
職
。
学
科
主
任
、
将
来
構
想

推
進
委
員
会
委
員
長
、
入
試
対
策

部
長
、
学
習
シ
ス
テ
ム
部
長
、
教
務

部
長
、副
校
長
を
歴
任
。平
成
31
年

度
、
第
11
代
校
長
に
就
任
。
令
和

５
年
度
、
國
學
院
大
學
法
人
理
事
。

　

昭
和
60
年
、
地
歴
公
民
科
教

諭
と
し
て
奉
職
。
学
科
主
任
、

学
年
主
任
、
課
程
主
任
、
入
試

対
策
部
長
、
女
子
部
長
、
教
頭

を
歴
任
。
平
成
31
年
度
、
副
校

長
に
就
任
。

副校長
髙橋 秀明

　

昭
和
59
年
、
国
語
科
教
諭
と

し
て
奉
職
。
学
科
主
任
、
学
年

主
任
、
課
程
主
任
、
入
試
対
策

部
副
部
長
、
生
活
指
導
部
長
等

を
歴
任
。
令
和
５
年
度
、
教
頭

に
就
任
。

教　頭
笠井 誠司

　

昭
和
62
年
、
数
学
科
教
諭
と

し
て
奉
職
。
進
路
指
導
部
主
任
、

入
試
対
策
部
主
任
、
学
年
主

任
、
課
程
主
任
、
学
科
主
任
、

教
務
主
任
、
広
報
部
長
等
を
歴

任
。
令
和
５
年
度
、教
頭
に
就
任
。

教　頭
三戸 治彦

　

平
成
17
年
、
国
語
科
教
諭
と

し
て
奉
職
。
学
年
主
任
、
課
程

主
任
、
学
科
主
任
、
女
子
部
長

等
を
歴
任
。
令
和
４
年
度
、
男

子
部
長
に
就
任
。

男子部長
横山 　聡

女子部長
川本ゆり子

　

平
成
26
年
、
英
語
科
教
諭

と
し
て
奉
職
。
進
路
指
導
部
担

当
、
学
科
主
任
、
国
際
教
育
推

進
委
員
会
主
任
等
を
歴
任
。
令

和
４
年
度
、
女
子
部
長
に
就
任
。

母
校
の
歴
史
を
た
ど
る  

久
我
山
80
年
の
あ
ゆ
み

川
福 

基
之 

名
誉
校
長 

紹
介

　

昭
和
39
年
、
国
語
科
教
諭
と
し
て
奉
職
さ
れ
る
。
平
成

11
年
、
第
８
代
校
長
に
就
任
以
来
、
建
学
の
精
神
を
堅
持

し
つ
つ
男
女
部
別
制
の
教
育
、
Ｓ
Ｔ
ク
ラ
ス
の
設
置
、
学

習
セ
ン
タ
ー
棟
建
設
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
。
同

15
年
、
國
學
院
大
學
理
事

に
就
任
。
平
成
21
年
、
校

長
退
任
後
は
学
事
顧
問
と

し
て
、
同
28
年
度
よ
り
名

誉
校
長
と
し
て
学
園
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。 

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
。 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
か
ら
80
年
前
に
産
声
を
上
げ
た
本
校
は
、
創
立
以
来
変
わ

ら
ぬ
建
学
の
精
神
を
掲
げ
、
今
日
ま
で
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま

し
た
。
久
我
山
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
皆
さ
ん
に
、
本

校
の
歩
ん
で
き
た
道
の
大
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

終
戦
間
近
の
創
立

　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
戦
局
も

厳
し
さ
を
増
し
、
日
に
日
に
敗

色
が
濃
厚
と
な
っ
た
昭
和
19
年

（
１
９
４
４
）
４
月
、
時
の
岩
崎

通
信
機
社
長
・
岩
崎
清
一
先
生

が
、「
た
と
え
国
は
敗
れ
て
も
戦

後
の
復
興
は
若
者
の
力
に
よ
る

以
外
に
な
い
。
そ
の
担
い
手
を

何
と
し
て
も
育
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
信
念
か
ら
開

校
さ
れ
た
の
が
岩
崎
学
園
久
我

山
中
学
校
で
あ
る
。
そ
の
教
育

理
念
は
同
20
年
３
月
、
岩
崎
先

生
に
よ
っ
て
「
学
園
三さ
ん

箴し
ん

」（「
忠

君
孝
親
、
明
朗
剛
健
、
研
学
練

能
」
の
三
つ
の
教
え
） 

と
し
て

示
さ
れ
た
。 

苦
難
の
船
出

　

昭
和
23
年
、
戦
後
の
学
制
改

革
に
よ
っ
て
新
制
高
等
学
校
お

よ
び
中
学
校
女
子
部
が
開
設
さ

れ
た
も
の
の
、
伝
統
的
な
価
値

観
に
基
づ
く
本
校
の
教
育
理
念

は
必
ず
し
も
当
時
の
風
潮
に
そ

ぐ
わ
ず
、
学
校
経
営
は
厳
し
く

困
難
な
道
の
り
を
た
ど
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
第

４
代
校
長
と
し
て
陣
頭
指
揮
を

執
っ
た
の
が
佐
々
木
周
二
先
生
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佐々木周二先生佐々木周二先生  佐佐
ささ

栁栁
なぎなぎ

  正正
しょうしょう

三三
ぞうぞう

理事長理事長

平
成
20
年
に
は
中
学
に
Ｓ
Ｔ
ク

ラ
ス
、
同
30
年
に
は
中
学
女
子

に
Ｃ
Ｃ
ク
ラ
ス
を
創
設
し
、 

教

育
環
境
も
充
実
。
新
た
な
時
代

に
向
け
て
、 

ま
す
ま
す
の
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 　

子
孫
の
道
は
こ
こ
に
あ
り

で
あ
る
。
先
生
な
く
し
て
今
日

の
久
我
山
の
隆
盛
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。 

〝
同
志
〟
の
合
併

　

昭
和
27
年
、
本
校
は
國
學
院

大
學
と
合
併
を
果
た
し
た
。
同

じ
教
育
の
理
想
を
掲
げ
る
〝
同 

志
〟
の
連
帯
で
あ
る
。
同
年
９ 

月
、
時
の
國
學
院
大
學
理
事
長・

学
長
の
石
川
岩
吉
先
生
が
本
校

武
道
場
に
お
い
て
、
全
教
職
員
・

生
徒
を
前
に
、
両
学
園
の
建
学

の
精
神
の
一
致
が
こ
の
度
の
合

併
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
こ
と

を
宣
言
さ
れ
、
こ
こ
に
國
學
院

大
學
久
我
山
中
学
高
等
学
校
が

誕
生
し
た
。 

試
練
乗
り
越
え
発
展

　

苦
難
と
試
練
の
時
期
を
乗
り

越
え
、
昭
和
34
年
に
創
立
15
周

年
を
迎
え
た
本
校
は
、
着
々
と

施
設
の
整
備
拡
充
を
進
め
る
。

同
年
の
第
１
体
育
館
竣
工
を
手

始
め
に
、
昭
和
38
年
に
理
科
会

館
、
同
41
年
に
は
現
在
の
本
館

校
舎
が
完
成
。
生
徒
数
も
増
加

し
、
昭
和
39
年
に
は
初
め
て

２
０
０
０
名
を
越
え
た
。
ク
ラ

ブ
活
動
に
お
い
て
は
ラ
グ
ビ
ー
部
、

野
球
部
、
陸
上
競
技
部
を
は
じ

め
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
各
大
会

で
華
々
し
く
活
躍
、
母
校
の
勇

名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か
せ
た
。

理
想
の
教
育
実
現
へ

　

昭
和
60
年
４
月
、
中
学
校
の

生
徒
募
集
を
再
開
し
中
高
一
貫

教
育
が
実
現
。
同
時
に
男
子
校

の
歴
史
の
長
か
っ
た
本
校
で
、

日
本
独
自
の
女
子
教
育
を
目
指

し
て
、
高
等
学
校
女
子
部
を
新

設
。
平
成
３
年
度
か
ら
は
中
学

に
女
子
生
徒
が
入
学
し
、
男
女

別
学
中
高
一
貫
教
育
の
体
制
が

整
っ
た
。

　

学
業
面
で
も
国
公
立
大
学
を

は
じ
め
、
早
稲
田
・
慶
応
・
上

智
と
い
っ
た
有
力
私
大
へ
の
進

学
に
も
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。 

國
學
院
大
學

紹

介

　
外と

つ
國
々
の
長
き
を
採
り
て

　
我
が
短
き
を
補
ふ
世
に
も

　

校
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
、

明
治
維
新
後
間
も
な
く
の
わ
が

国
の
世
情
で
あ
る
。
幕
末
に
欧

米
諸
国
と
結
ば
れ
た
不
平
等
条

約
を
改
正
す
る
た
め
政
府
が
進

め
た
欧
化
政
策
の
影
響
で
、
後

に
「
鹿ろ
く

鳴め
い

館か
ん

時
代
」（
明
治
10

〜
20
年
代
）
と
称
さ
れ
る
時
世

が
到
来
。
西
洋
文
明
の
摂
取
を

急
ぐ
あ
ま
り
、
日
本
古
来
の
伝

統
や
精
神
を
軽
視
す
る
風
潮
が

広
が
っ
た
。

　

折
か
ら
自
由
民
権
運
動
の
高

ま
り
を
受
け
て
、
明
治
14
年 

（
１
８
８
１
）、
政
府
は
同
23
年

を
期
し
て
国
会
を
開
設
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
参
議
・
山
田

顕あ
き

義よ
し

、
内
務
卿
・
松ま
つ

方か
た

正ま
さ

義よ
し

ら

有
志
は
、
西
洋
に
由
来
す
る
立

憲
政
治
を
運
用
す
る
上
で
、
日

本
の
古
典
に
表
れ
て
い
る
「
国く
に

柄が
ら

」（
国
家
の
成
り
立
ち
や
性

格
）
を
そ
の
精
神
的
基
礎
に
お

く
必
要
性
を
痛
感
。
同
15
年
、 

有あ
り

栖す

川が
わ
の

宮み
や
幟た
か
仁ひ
と
親
王
を
総
裁
に

奉
じ
、
自
国
の
歴
史
や
文
化
を

見
直
し
そ
の
価
値
を
究
明
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
麹
町
区

飯
田
町
（
現
千
代
田
区
飯
田
橋
）

に
設
立
さ
れ
た
研
究
機
関
が 

皇こ
う

典て
ん

講こ
う 

究き
ゅ
う 
所し
ょ

で
あ
る
。 

　

そ
の
後
、
教
学
面
で
の
規
模

拡
張
が
図
ら
れ
、
同
23
年
、
国

史
・
国
文
・
国
法
の
研
究
・
教

育
機
関
「
國
學
院
」
を
設
立
し
、

城
北
中
学
校
（
後
の
都
立
戸
山

高
校
）・
日
本
法
律
学
校
（
後

の
日
本
大
学
）
を
併
置
。
大
正

９
年
、
大
学
令
で
初
め
て
認
可

さ
れ
た
私
立
大
学
８
校
の
一
つ

と
し
て
國
學
院
大
學
は
誕
生
す

る
。
同
12
年
、
豊
多
摩
郡
渋
谷

町
若
木
（
現
渋
谷
区
東
４
丁
目
）

に
移
転
。
現
在
、
渋
谷
・
た
ま 

プ
ラ
ー
ザ
の
２
キ
ャ
ン
パ
ス
に

６
学
部
を
擁
す
る
都
市
型
大
学

と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。 
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現在の本館校舎現在の本館校舎

　

國
學
院
大
學

　

國
學
院
大
學

　
　
　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

昭和 40 年頃の校舎全景昭和 40 年頃の校舎全景
　第 2 期工事完成の頃の本館校舎と、その　第 2 期工事完成の頃の本館校舎と、その
前にたつ旧校舎。理科会館の隣には旧柔道前にたつ旧校舎。理科会館の隣には旧柔道
場が見える。 現在第 2体育館のある場所は、 場が見える。 現在第 2体育館のある場所は、 
当時はテニスコートだった。 当時はテニスコートだった。 
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５組担任
近藤　秀幸

４組担任
長谷川　友

前期課程担当
鈴木　葉月

３組担任
伊藤　彰悟

前期課程担当
阿部　孝太

１組担任
岩田　憂介

２組担任
吉井　辰巳

前期課程担当
木村　俊一

前期課程担当
徳升　裕人

１組担任
佐藤　伸彦

４組担任
坂井　健太

７組担任
清水　智裕

中期課程担当
城戸　友行

２組担任
世古口貴秀

５組担任
川崎　貴之

８組担任
片山　浩史

中期課程担当
髙良　武士

３組担任
對比地竜宏

６組担任
井上　俊之

中期課程担当
佐藤　　勝

中期課程担当
竹内　伸光

勇
気
を
持
っ
て

勇
気
を
持
っ
て

　
　
　
　  

踏
み
出
そ
う

踏
み
出
そ
う

男
子
部

男
子
部  

担
当
者
紹
介

担
当
者
紹
介

　

さ
あ
、
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
時
間
の

中
で
、何
を
し
ま
し
ょ
う
。「
自
分
の
知
ら
な
い
も
の
」
を
知
る
に
は
、

同
じ
所
に
立
ち
止
ま
っ
て
い
て
は
叶
い
ま
せ
ん
。
で
は
、
み
な
さ
ん

の
「
知
」
を
広
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
れ
は
、
自
ら

が
動
く
こ
と
で
す
。
新
し
い
領
域
に
身
を
置
く
こ
と
で
す
。
旅
に
た

と
え
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
見
ず
知
ら
ず
の
土
地
に
行

く
よ
う
に
様
々
な
「
知
」
を
訪
れ
る
。
豊
か
な
「
知
を
」
求
め
て
充

実
し
た
学
園
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 男

子
部
長横

山
　
　
聡

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00000000000000000000

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

中
期
課
程
主
任

第
１
学
年
主
任

梶
　
　
善
之

0 0 0 0 0 0 0 0 0

000000000

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
今
、
感
覚
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
周
囲
の
こ
と
を
見
て
、

聞
い
て
、
感
じ
て
、
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
時
期
に
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
と
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
視
野
を
広
く
持

ち
、
そ
し
て
自
分
に
限
界
を
設
け
ず
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。　

高 校

第
１
学
年
主
任

山
根
　
茂
之

0 0 0 0 0 0 0 0 0

000000000

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
久
我
山
で
の
生
活
、
ど
ん
な
未
来
が

待
っ
て
い
る
か
、
き
っ
と
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
頭
の
力
・
体
の
力
・
心
の
力
の
３

つ
を
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
て
い
く
こ
と
で
す
。
勉
強
に
、

部
活
動
に
、
そ
し
て
学
校
行
事
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

中 学



（ 5 ）令和 6 年 4 月 9 日 新入生のための栞

２組担任
林　　七海

３組担任
金子　那美

４組担任
横井　碧

１組担任
小俣　裕子

中期課程担当
加藤　由香

中期課程担当
小林　大介

２組担任
佐藤　真音

前期課程担当
七沢　信子

３組担任
倉浪　章仁

１組担任
積　麻衣子

前期課程担当
海保　直見

　
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
一
歩
の
始
ま
り
で
す
。

新
し
い
出
会
い
、
新
し
い
学
び
、
新
し
い
経
験
。
そ
れ
ら
一
つ
ひ

と
つ
を
積
み
重
ね
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
糧
と
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
中
学
高
校
時
代
は
人
の
成
長
の
中
で
、
最
も
大
切
な
と

き
で
す
。
友
だ
ち
と
先
輩
た
ち
と
、
と
も
に
励
ま
し
励
ま
さ
れ
な

が
ら
、伸
び
伸
び
と
、そ
し
て
生
き
生
き
と
し
た
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

女
子
部
長川

本
ゆ
り
子

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00000000000000000000

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

中
期
課
程
主
任　

第
１
学
年
主
任

中
村
　
友
子

0 0 0 0 0 0 0 0 0

000000000

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
に
対
し
て
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る

気
持
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ぜ
ひ
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
を
し
て
、

経
験
を
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
新
た
な
師
や
友
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
先
生
方
は
皆
さ
ん
の
学
校
生

活
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

高 校学
ぶ
こ
と
の
喜
び
を

学
ぶ
こ
と
の
喜
び
を

　　    

見
つ
け
ま
し
ょ
う

見
つ
け
ま
し
ょ
う

女
子
部

女
子
部  

担
当
者
紹
介

担
当
者
紹
介

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

前
期
課
程
主
任　

第
１
学
年
主
任

高
橋
　
知
尚

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　
新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
地
元
を
離
れ
、
仲
の
良
か
っ
た
同
級
生
と
も

離
れ
、
ほ
と
ん
ど
知
り
合
い
の
い
な
い
新
た
な
道
を
歩
み
始

め
ま
し
た
。「
ド
キ
ド
キ
」
で
い
っ
ぱ
い
だ
と
思
い
ま
す
が
、

安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
先
輩
た
ち
が
い
て
、
新
た
な
同
級
生

も
先
生
方
も
い
ま
す
！

　
今
日
の
こ
の
一
日
を
、
こ
の
一
歩
を
大
切
に
。

中 学



（ 6 ）令和 6 年 4 月 9 日新入生のための栞
　

学年・クラス

教科・科目

１学年 ２学年 ３学年
男 子・
女子ST CC 男 子・

女子ST CC 男 子・
女子ST CC

国　

語

国 語 ５ 4 ４ 4 ３ 3
作 文 ・ 書 写 １ １ １ １ １ １
古 典 ２ 2

社　

会

地 理 ４ 4
歴 史 ４ 4
公 民 ４ 3

数 

学
数 学 ５ 5 ６ 5 ３ 3
数 学 Ⅰ ３ 3

理 

科
理科（物理・地学分野） ２ ２ ２ 2 ２ 2
理科（生物・化学分野） ２ ２ ２ 2 ２ 2

保 

体
保  健 ・ 体  育
（武道 ・ダンス） ３ ３ ３ 3 ３ 3

芸 

術
音 楽 １ 1 １ 1 ２ 2
美 術 １ 1 ２ 2 １ 1

英　

語

英 語 ５ 4 ６ 5 ２ 2
＊ 英 語（ Ｔ Ｔ ） 1 1 1 1 1 1
英語コミュニケーションⅠ 3 2

技
家 技  術 ・ 家  庭 ２ ２ ＊２ ＊２ １ １
G l o b a l  S t u d i e s ２ 2 2
道 徳 １ １ １ 1 １ 1
特 別 活 動 １ １ １ 1 １ 1
総 合 的 な 学 習 〈２〉 〈２〉 〈２〉 〈２〉 〈２〉 〈２〉
合 計 週 時 間 数 34 34 35 35 35 35
＊英語 (TT)はネイティブ教員とのティームティーチングクラス
＊中2技術･家庭は授業1時間、レポート1時間

令和６年度入学生 中学校教育課程（数字は週授業時間数）

人
生
と
は

　
自
分
を
見
つ
け
る
こ
と
で
は
な
い

人
生
と
は

　
自
分
を
創
る
こ
と
で
あ
る

バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー

中
学
・
高
校

ま
な
び
の
道
案
内

大
切
な
ス
タ
ー
ト

　

冬
の
寒
さ
を
耐
え
抜
い
て
花

開
い
た
桜
の
よ
う
に
、
つ
ら
か
っ

た
受
験
を
乗
り
越
え
、
晴
れ
て

久
我
山
の
門
を
く
ぐ
っ
た
諸
君
。

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
中
学
生
と

し
て
の
日
々
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
当

た
っ
て
、
ぜ
ひ
心
に
と
め
て
お

い
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
中
学
は
主
体
的
に

学
ぶ
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
君
達
は
学
校

や
塾
で
様
々
な
こ
と
を
勉
強
し

て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
今
ま
で
と
違
う
の
は
、
単

に
先
生
の
指
示
を
受
け
、
そ
の

通
り
に
こ
な
す
だ
け
で
は
不
十

分
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
学

で
の
学
校
生
活
は
こ
れ
ま
で
と

大
き
く
違
い
ま
す
。
通
学
時
間

が
大
幅
に
の
び
、
学
習
す
る
事

柄
が
増
え
、
レ
ベ
ル
が
ず
っ
と

高
く
な
り
ま
す
。
試
験
の
回
数

も
多
く
、
気
を
抜
く
暇
が
あ
り

ま
せ
ん
。
部
活
動
に
参
加
す
る

人
は
練
習
が
想
像
以
上
に
ハ
ー

学
習
リ
ズ
ム
を
作
る
た
め
で
す
。

問
題
集
を
１
冊
渡
さ
れ
勉
強
す

る
よ
う
言
わ
れ
て
も
、
実
行
す

る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
そ

れ
を
「
何
日
ま
で
に
何
ペ
ー
ジ
」

と
分
割
し
て
勉
強
し
て
い
け
ば
、

ず
っ
と
楽
に
目
標
を
達
成
で
き

る
で
し
ょ
う
。
小
テ
ス
ト
の
目

的
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

中
間
・
期
末
試
験
は
授
業
で
理

解
で
き
な
か
っ
た
箇
所
を
発
見
、

復
習
し
確
実
に
習
得
す
る
た
め

の
機
会
で
す
。
そ
れ
が
定
期
試

験
の
意
味
な
の
で
す
。
習
慣
が

身
に
つ
く
ま
で
は
実
行
す
る
の

が
つ
ら
い
も
の
で
す
。
で
も
習

慣
化
し
て
し
ま
え
ば
さ
ほ
ど
苦

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
毎

日
の
予
習
・
復
習
か
ら
始
め
て
、

生
活
リ
ズ
ム
の
中
に
学
び
の
時

間
を
組
み
込
ん
で
下
さ
い
。

ド
で
、
勉
強
と
の
両
立
に
不
安

を
感
じ
る
人
が
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
君
達
は
自
ら
考

え
、
工
夫
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

学
習
習
慣
の
確
立
を

　

何
よ
り
も
重
要
な
の
は
規
則

正
し
い
学
習
習
慣
の
確
立
で
す
。

本
校
で
は
多
く
の
小
テ
ス
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。そ
れ
以
外
に
様
々

な
課
題
も
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
何
と
面
倒
な
こ
と

だ
と
思
う
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
君
達
が
高
校
卒
業
ま
で

に
学
ぶ
べ
き
事
柄
が
減
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
無

理
な
く
身
に
つ
け
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
に
は
特
別
な
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
ず
つ
計
画

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
実
は

最
も
効
率
的
な
方
法
な
の
で
す
。

こ
の
１
年
で
堅
固
な
学
習
習
慣

を
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。

テ
ス
ト
の
意
味

　

な
ぜ
テ
ス
ト
が
頻
繁
に
行
わ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

何
よ
り
も
大
切
な
学
習
習
慣

何
よ
り
も
大
切
な
学
習
習
慣

中中  

学学  

生生



（ 7 ）令和 6 年 4 月 9 日 新入生のための栞

高
校
で
の
学
び

　

高
校
生
の
諸
君
が
こ
れ
か
ら

し
ば
し
ば
耳
に
す
る
大
学
受
験

は
、
中
学
・
高
校
受
験
と
何
が

違
う
の
で
し
ょ
う
か
？　

難
易

度
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
最
も

異
な
る
の
は
受
験
生
の
将
来
に

対
す
る
影
響
で
す
。
大
学
は
多

く
の
場
合
、
学
部
単
位
で
受
験

し
ま
す
。
ど
の
学
部
に
進
む
か

に
よ
っ
て
、
君
達
の
将
来
が
大

き
く
変
わ
る
の
で
す
。
で
は
学

部
は
ど
う
や
っ
て
選
べ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
は
今

学
ぶ
べ
き
科
目
を
よ
り
深
く
掘

り
下
げ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
本
校
は
コ
ー
ス
選
択
制
を

と
り
、
１
年
生
の
間
は
全
員
が

同
じ
科
目
を
学
習
し
ま
す
が
、

２
年
生
か
ら
文
系
・
理
系
に
分

か
れ
別
個
の
内
容
を
学
び
ま
す
。

個
々
の
分
野
の
学
習
を
意
識
的

に
深
め
る
こ
と
で
、
自
分
が
本

当
に
学
び
た
い
こ
と
が
見
え
て

く
る
で
し
ょ
う
。

単
位
制
と
は

　

中
学
と
違
い
、
高
校
は
単
位

制
を
と
り
ま
す
。
こ
れ
は
各
教

科
が
独
立
し
た
単
位
と
し
て
数

え
ら
れ
、
定
め
ら
れ
た
教
科
の

単
位
を
修
得
す
る
こ
と
で
卒
業

が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で
、

単
位
が
修
得
で
き
な
い
科
目
が

あ
る
と
卒
業
に
差
し
支
え
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ど
の
教
科
も
気
を

抜
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

な
お
単
位
の
数
え
方
は
、
週
１

時
間
の
授
業
を
１
年
間
受
け
て

１
単
位
と
数
え
ま
す
。
週
３
時

間
の
授
業
な
ら
３
単
位
に
な
り

ま
す
。単

位
修
得
の
方
法

　

本
校
で
は
単
位
修
得
の
基
準

を
「
年
間
授
業
日
数
の
３
分
の

２
以
上
出
席
し
、
学
年
末
の
成

績
が
100
点
法
で
40
点
以
上
で
あ

る
こ
と
。」
と
定
め
て
い
ま
す
。

も
し
１
年
生
の
学
年
末
成
績
が

40
点
未
満
（
い
わ
ゆ
る
「
赤あ
か

点て
ん
」）

の
科
目
が
あ
っ
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
？　

そ
の
場
合
は

３
月
の
修
了
式
に
指
示
さ
れ
る

試
験
範
囲
を
春
休
み
中
に
勉
強

し
、
２
年
生
の
４
月
早
々
に
行

わ
れ
る
再
試
験
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
試
験
終
了
ま

で
は
部
活
動
へ
の
参
加
も
制
限

さ
れ
ま
す
。
も
し
も
再
試
験
に

不
合
格
と
な
れ
ば
、
卒
業
に
重

大
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

今
か
ら
３
年
後
。
君
達
は
成

人
年
齢
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
を

忘
れ
ず
、
高
い
意
識
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

自
主
自
立
の
精
神
を

自
主
自
立
の
精
神
を

高高  

校校  

生生

男女校舎と理科会館男女校舎と理科会館

令和６年度入学生　高等学校教育課程
高校1年（高入生） 高校1年（内進生） 高校2年文系（高入生） 高校2年理系（高入生） 高校2年文系（内進生） 高校2年理系（内進生） 高校3年文系（高入生） 高校3年理系（高入生） 高校3年文系（内進生） 高校3年理系（内進生）

科 目 単位数 科 目 単位数 科 目 単位数 科 目 単位数 科 目 単位数 科 目 単位数 科 目 単位数 科 目 単位数 科 目 単位数 科 目 単位数

国
語

現代の国語 3 現代の国語 3 古典探究 4 古典探究 2 古典探究 3 古典探究 ３ 古典探究 3 古典探究 2 古典探究 3 古典探究 2
言語文化 3 言語文化 3 論理国語 2 論理国語 2 論理国語 2 論理国語 2 論理国語 2 論理国語 2 論理国語 2 論理国語 2

文学国語 2 文学国語 2 文学国語 2 文学国語 2
国語演習 （2） 国語演習 （2）

地
歴
公
民

歴史総合 2 歴史総合 2 日本史探究 3 日本史探究 3 日本史探究 5
共通テスト演習 （3）

日本史探究 5
共通テスト演習 （3）公共 2 公共 2 世界史探究 3 世界史探究 3 世界史探究 5 世界史探究 5

地理総合 2 地理総合 2 地理総合 2 地理総合 2 政治経済 2 政治経済 2
倫理 2 倫理 2 共通テスト演習 （3） 共通テスト演習 （3）

数
学

数学Ⅰ 4 数学Ⅰ 3 数学Ⅱ 4 数学Ⅱ 5 数学Ⅱ 4 数学Ⅱ 4 演習 （4）数学Ⅲ 5 演習 （4）数学Ⅲ 5
数学Ａ 2 数学Ａ 2 数学Ｂ 2 数学Ｂ 3 数学Ｂ 2 数学Ｂ 3 数学C 4 数学C 4

理
科

化学基礎 2 化学基礎 2 地学基礎 3 物理基礎 4 地学基礎 3 物理基礎 4 演習 （3）物理 4 演習 （3）物理 4
生物基礎 3＊2 生物基礎 3＊2 化学 4 化学 3 生物 4 生物 4
生物 ＊1 生物 ＊1 生物 2 生物 2 化学 4 化学 4

演習 （2） 演習 （2）
保
健
体
育

体育 1 体育 1 体育 2 体育 2 体育 2 体育 2 体育 2 体育 2 体育 2 体育 2
武道・ダンス 1 武道・ダンス 1 武道・ダンス 1 武道・ダンス 1 武道・ダンス 1 武道・ダンス 1 武道・ダンス 1 武道・ダンス 1 武道・ダンス 1 武道・ダンス 1
保健 1 保健 1 保健 1 保健 1 保健 1 保健 1

芸
術

音楽Ⅰ
2

音楽Ⅰ
2

音楽Ⅱ
2

音楽Ⅱ
2

音楽Ⅱ
2

音楽Ⅱ
2美術Ⅰ 美術Ⅰ 美術Ⅱ 美術Ⅱ 美術Ⅱ 美術Ⅱ

書道Ⅰ 書道Ⅰ 書道Ⅱ 書道Ⅱ 書道Ⅱ 書道Ⅱ

英
語

英語コミュニ
ケーションⅠ 5 英語コミュニ

ケーションⅠ 4 英語コミュニ
ケーションⅡ 4 英語コミュニ

ケーションⅡ 4 英語コミュニ
ケーションⅡ 4 英語コミュニ

ケーションⅡ 4 英語コミュニ
ケーションⅢ 4 英語コミュニ

ケーションⅢ 4 英語コミュニ
ケーションⅢ 4 英語コミュニ

ケーションⅢ 4

論理・表現Ⅰ 2 論理・表現Ⅰ 2 論理・表現Ⅱ 2 論理・表現Ⅱ 2 論理・表現Ⅱ 2 論理・表現Ⅱ 2 論理・表現Ⅲ 3 論理・表現Ⅲ 3 論理・表現Ⅲ 3 論理・表現Ⅲ 3
演習Ａ（必修）（1） 演習Ａ（必修）（1）
演習C（選択）（1）演習A・C（選択）（1）演習C（選択）（1）演習A・C（選択）（1）

家
庭

家庭基礎 2 家庭基礎 2
家庭総合 2 家庭総合 2 家庭総合 ＊2 家庭総合 ＊2 家庭総合 ＊2 家庭総合 ＊2

情
報情報Ⅰ 2 情報Ⅰ 2 情報演習 （2）情報演習 （2）情報演習 （2）情報演習 （2）

特別講座 [1] 特別講座 [1] 特別講座 [1] 特別講座 [1] 特別講座 [1] 特別講座 [1] 特別講座 [1] 特別講座 [1] 特別講座 [1] 特別講座 [1]
Global Studies 《1》 Global Studies 《1》 Global Studies 《1》

L・H・R 1 L・H・R 1 L・H・R 1 L・H・R 1 L・H・R 1 L・H・R 1 L・H・R 1 L・H・R 1 L・H・R 1 L・H・R 1
総合的な探究 2 総合的な探究 2 総合的な探究 2 総合的な探究 2 総合的な探究 2 総合的な探究 2
男子合計単位数 40 男子合計単位数 38 男子合計単位数 39 男子合計単位数 39 男子合計単位数 38 男子合計単位数 38 男子合計単位数 25 男子合計単位数 32 男子合計単位数 25 男子合計単位数 32
女子合計単位数 41 女子合計単位数 39～40 女子合計単位数 42 女子合計単位数 42 女子合計単位数 41～42 女子合計単位数 41～42 女子合計単位数 26 女子合計単位数 33 女子合計単位数 26 女子合計単位数 33

・１年次理科＊印は2年次以降理系選択者　・武道は男子、ダンスは女子が履修　・家庭基礎は男子、家庭総合は女子が履修　・高２家庭総合＊印は授業１時間、作品制作、レポート１時間　
・特別講座は女子のみ履修　・Global StudiesはCCクラスのみ履修　・（　）は選択演習　・  はいずれかを選択
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〔
注
〕
一
般
：	

國
學
院
大
學
久
我
山
中
学
校
男
子
ク
ラ
ス
お
よ
び

　
　
　
　
　

	

内
進
生
男
子
ク
ラ
ス

	

高
入
：	

外
部
の
中
学
か
ら
の
入
学
者

	

　

理
：	

理
系　
　

文
：
文
系　
　

文
理
：
文
系
理
系
混
合

	

Ｓ
Ｔ
：	

Ｓ
Ｔ
ク
ラ
ス　
　

Ｃ
Ｃ
：
Ｃ
Ｃ
ク
ラ
ス

　
　
　
　

優
：	

一
般
成
績
上
位
者
ク
ラ
ス

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

  「
主
体
的
な
学
び
」
を
め
ざ
し
て

「
主
体
的
な
学
び
」
を
め
ざ
し
て

　

新
た
に
始
ま
る
本
校
で
の
学

校
生
活
を
充
実
し
た
も
の
と
す

る
に
は
、い
っ
た
い
何
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
は
、

各
教
科
の
学
習
活
動
に
は
じ
ま

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行
事
や

生
徒
会
活
動
・
部
活
動
と
い
っ

た
課
外
活
動
に
い
た
る
ま
で
、

ど
れ
だ
け
自
ら
「
主
体
的
」
な

取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

　

一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
経

験
を
積
み
、
広
く
深
い
知
見
を

有
し
た
個
性
的
な
先
生
方
が
で

き
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
そ
う

し
た
「
主
体
的
な
学
び
」
を
有

形
無
形
の
う
ち
に
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

　

人
は
、「
や
ら
さ
れ
て
す
る
」

こ
と
か
ら
達
成
感
も
満
足
も
得

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
逆
に

「
自
ら
す
す
ん
で
す
る
」
こ
と

に
失
敗
は
つ
き
も
の
で
す
が
、

そ
う
し
た
苦
い
経
験
も
含
め
て

こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
行
路
を

進
み
ゆ
く
た
め
の
確
か
な
「
生

き
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と

に
必
ず
や
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

本
校
で
は
、そ
の
よ
う
な
個
々

の
「
主
体
的
な
学
び
」
を
実
現

な
い
以
上
、
考
え
方
や
価
値
観

が
異
な
る
相
手
で
あ
っ
て
も
互

い
に
尊
重
し
合
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
リ
ス
ペ

ク
ト
し
合
う
姿
勢
を
支
え
て
い

る
の
は
「
感
謝
」の
心
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

一
、
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
に
自
ら

　

を
鍛
え
た
く
ま
し
く
生
き
よ
う

　

自
ら
の
知
的
好
奇
心
を
満
た

そ
う
と
す
る
学
習
活
動
も
、
あ

る
種
の
自
己
実
現
を
目
指
し
て

の
課
外
活
動
も
、
す
べ
て
が
思

い
描
い
た
よ
う
に
運
ぶ
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
失
敗
や

挫
折
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
真
価
が
問
わ
れ
る
そ
う

し
た
場
に
あ
っ
て
も
屈
す
る
こ

と
な
く
「
努
力
」
を
重
ね
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

■ 
保
護
者
の
皆
様
へ 

■

　

ご
家
庭
と
学
校
と
が
一
致
協

力
し
て
、
ご
子
女
の
「
主
体
的

な
学
び
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
日
々
が
今
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

 

「
子
ど
も
」
の
言
動
は
、
そ
の

ま
ま
「
心
の
様
」
を
映
し
出
す

鏡
と
な
り
ま
す
。「
親
」
と
し

て
、「
先
生
」
と
し
て
、
そ
の
鏡

を
「
つ
か
ず
は
な
れ
ず
」
見
守

る
こ
と
は
至
難
の
業
で
す
が
、

中
学
・
高
校
時
代
は
、
ご
子
女

の
そ
の
後
の
さ
ら
な
る
成
長
を

考
え
る
と
き
、こ
の
「
つ
か
ず
は

な
れ
ず
」
の
距
離
感
を
保
つ
こ

と
が
、
双
方
に
と
っ
て
不
可
欠

と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

保
護
者
の
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

生
徒
指
導
部

す
る
た
め
に
も
、
三
つ
の『
実
践

目
標
』
を
掲
げ
、
縁
あ
っ
て
生

活
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た

仲
間
た
ち
と
共
有
し
て
く
れ
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

一
、
規
律
を
守
り
誇
り
と
勇
気

　

を
も
っ
て
責
任
を
果
た
そ
う

　

社
会
生
活
を
そ
の
一
員
と
し

て
営
む
た
め
に
は
、
最
終
的
に

は
既
存
の
与
え
ら
れ
た
ル
ー
ル

で
は
な
く
、
自
ら
培
っ
た
モ
ラ

ル
や
マ
ナ
ー
に
よ
っ
て
自
分
自

身
を
律
す
る
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
力
が
な
に
よ
り
大
切
で
す
。

「
責
任
」
を
伴
う
「
規
律
」
と

は
、
こ
う
し
た
自
律
的
な
も
の

で
な
け
れ
ば
本
物
と
は
い
え
ま

せ
ん
。

一
、
互
い
に
感
謝
の
心
を
い
だ
き

　

明
る
い
き
ず
な
を
作
ろ
う

　

ま
た
、
社
会
と
は
自
分
以
外

の
他
者
と
共
同
で
生
活
す
る
こ

と
を
意
味
し
、
そ
れ
ゆ
え
人
は

決
し
て
一
人
で
は
生
き
て
い
け

各教室に掲げられている 『実践目標』各教室に掲げられている 『実践目標』

日々の生活の日々の生活の標標
しるべしるべ

として、 また、 我として、 また、 我
が身を映す鏡として、 折にふれてが身を映す鏡として、 折にふれて
目に留めてください。 目に留めてください。 

《男  子  部》
学
年

組
前期課程 中期課程 後期課程

中学1年 中学2年 中学3年 高校1年 高校2年 高校3年
1 一般 一般 一般 高入 理高入 理高入
2 一般 一般 一般 高入 理一般 理一般
3 一般 一般 一般 ＳＴ 理ＳＴ 理ＳＴ
4 ＳＴ ＳＴ ＳＴ ＳＴ 文ＳＴ 文ＳＴ
5 ＳＴ ＳＴ ＳＴ 高入 文高入 文高入
6 優 文理優 文理優
7 一般 文一般 文一般
8 一般 文高入 文高入

《女  子  部》
学
年

組
前期課程 中期課程 後期課程

中学1年 中学2年 中学3年 高校1年 高校2年 高校3年
1 ＣＣ ＣＣ ＣＣ ＣＣ 文ＣＣ 文理ＣＣ
2 ＣＣ ＣＣ ＣＣ ＣＣ 理ＣＣ 文ＳＴ
3 ＳＴ ＳＴ ＳＴ ＳＴ 文ＳＴ 理ＳＴ
4 高入 理ＳＴ 文理高入
5 文理高入

令
和
６
年
度  

男
子
部
・
女
子
部
ク
ラ
ス
編
成


